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	応用
	抗原情報
	背景
	ミオジェニンは​​、組織培養において様々な細胞種において筋形成を誘導する筋特異的転写因子です。配列相同性によって関連するタンパク質ファミリーであるヘリックス・ループ・ヘリックス（HLH）タンパク質の一員です。ミオジェニンは​​機能的な骨格筋の発達に不可欠です。[RefSeq提供、2008年7月],機能：筋分化に関与（筋形成因子）。線維芽細胞を筋芽細胞への分化を誘導します。おそらく配列特異的なDNA結合タンパク質です。,類似性：1つの基本ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）ドメインを含みます。,サブユニット：効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要です。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ミオジェニン抗体を使用した A549 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ミオジェニンポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト卵管の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト卵管の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト卵管の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

